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会長：濃添　敬造PRESIDENT INFORMATION

事務所：〒534-0026 大阪市都島区網嶋町9番１０号　太閤園内
電話：06-6357-8171 ファックス：06-6357-8011
例会日：毎週火曜日　12時30分／例会場：太閤園
会長：濃添敬造／幹事：吉羽潤司／SAA：中村浩一
電子メール；rcosatrm@cf.mbn.or.jp
ホームページ：http://rc-osaka-tsurumi.jp/

大阪鶴見ロータリークラブテーマ「Regrowth(再び成長する）の機会を！」

基本的教育と識字率向上月間／ロータリーの友月間

２０００年初頭、当時の小泉首相の「ビジットジャ
パンキャンペーン」に始まり、２０１９年には日本の
観光ビジネス全体を自動車、金融産業と並ぶほどの
基幹産業に押し上げたインバウンド観光ビジネス。
その勢いは２０２０年のオリンピックイヤーに頂点
を迎えるはずでした。しかし２０２０年が開けてみ
ると、コロナショックでオリンピックは延期、インバウ
ンド市場は９９，９％の減益という悲惨な状況に
なっています。しかし実際にインバウンドという市場
は泡のように消えてしまったのでしょうか？
水面下では転んでもただでは起きないとばかりに、
さまざまな取り組みが行われています。その一つは
オンラインツアーです。これはコロナショックで一気
に発達、普及したテレビ会議システムを使い、ガイド
と旅行者が場所を隔てながらも、時間を共有し一人

ౖᶋ୘஧உଢ଼கர୫஛஧ౖᶋ୘஧உଢ଼கர୫஛஧

インバウンド市場は死んだか？ のガイドに一人の旅行者、一人のガイドに複数の
旅行者が、朝は北海道、昼は奈良、夜は福岡などな
ど。さまざまなパターンの旅を楽しむことが可能に
なります。またガイドの腕前や人気によって、コンテ
ンツの価値を高めていけることも、これまでの旅行
業になかった商品価値といえます。自治体は
youtubeなどの媒体を通じ、これまで以上に世界
発信型のコンテンツを制作し、海外プロモートに
力をそそぐでしょうし、有料コンテンツの視聴料金
や無料コンテンツの公告収益が、自治体の事業収
益となる可能性も十分に考えられます。現在コロナ
渦で、これまで広報媒体としか考えられていなかっ
たインターネットが、インターネットそのものが収
益を生み出す媒体へと変化しつつあります。
たとえ国家と国家が断絶しているときでも、人と
人をつないだ観光は平和産業のシンボルと言わ
れます。大切に育てたいですね。

特別会報　9月号

新型コロナウイルス
感染拡大防止のため、臨時休会

<第1683回>2020年9月1日　本年度 第7回

<第1684回>2020年9月8日　本年度 第8回



・ガバナー公式訪問の５クラブ中、４クラブが例会
休会にて、我が鶴見RCと同じく、執行部との懇談
会形式で開催されたようです。

・今年度の地区の研修はホームページ（以下HP）上
に動画をアップしているので、それを見ることで
研修してください。

■他クラブの活動例をご紹介頂きました。
・例年、養護学校とバーベキューを行っているクラ
ブは、  今年度は代表者だけ養護学校を訪問し挨
拶し、養護学校だけでBBQをしてもらったようで
す。

・他クラブの例会開催状況について、地区のHPに
掲載する仕組を構築中です。

・各クラブの奉仕活動についても地区HPにアップ
できる仕組みを活用してください。

・HPに青少年奉仕活動の動画がアップされており、
動画の終わりの方に、日本から行き帰ってきた交
換留学生のスピーチがあるので、是非見てくださ
い。彼らもコロナ禍の中で大変だったようです。

■ 例会運営、奉仕活動について
・オンライン例会にて開催していく工夫をしてはど
うですか？

・その際に機材を工夫して使いこなせば、通常の例
会と等しい雰囲気を演出することができます。

・機材についてはガバナー事務所にあるので、見学
に来てください。

・卓話者や発表する人は、会場に来るなどの工夫が
できるのではないか

・オンライン例会は費用が掛からないので、何回か
に１回はオンライン例会にすると経費削減にな
ります。また場所・時間の制約が少なくなるので、
出席者が集まりやすいメリットがあります。

■ 他のクラブの例会工夫例を紹介されました。
・例会の食事中は一言も喋らず、食事を済ませた後、
発表、卓話等のアジェンダを進める方法のクラブ
があります。

・八尾RCでは、食事なし例会を開催しています。
・西南RCでは、卓話をビデオ録画してクラブのＨＰ
上にアップしています。

・飲食を伴わない集まりをいかに楽しくできるかが
今年度のポイントとなるでしょう。

・濃厚接触者とならない対策（マスク着用、社会的
距離の確保、飲食を伴わない）を取ることで、活
動を実施することができると思います。

・飲食を伴わない集まりをいかに楽しくできるかが
今年度のポイントとなるでしょう。

・濃厚接触者とならない対策（マスク着用、社会的
距離の確保、飲食を伴わない）を取ることで、活
動を実施することができると思います。

■新入会員に対するフォローについてのアドバイス
として

・例会を開催しているクラブのメーキャップに先輩
会員と一緒に参加することで、ロータリーへの理
解を深めてもらうことは有効ではないでしょうか。
コロナ禍以前にも新入会員を他クラブのメー
キャップに連れていくことを教育活動としている
クラブがあります。

・他に、地区のHPを見てもらったりすれば良いので
はないでしょうか。

■ 例会や活動を再開していくにあたって、
・簡ガバナーご本人は、毎週抗体・抗原検査を実施
しておられます。

・今後、唾液によるPCR検査も簡単に実施できるよ
うになるであろうから、それらを活用することで、
再開のきっかけにできるのではないでしょうか。
   とのことでした。
以上 ガバナー公式訪問の報告でした。

■昨年度の会計報告がされ、承認されました。
■青少年奉仕委員会より、地区ミーティングに出席し
て頂いた水口さんより、その内容をご報告頂き、下
記のテーマについて鶴見RC内にてアンケートを取
ることになりました。
　・インターアクトの新設について
　・ローターアクトの新設について
　・ホストファミリーバンクの登録について
■新入会員の方々のイニシエーションスピーチを10
月号の会報に掲載していくことになりました。新入
会員の皆様は原稿執筆のほどよろしくお願いいた
します。不明点は幹事の吉羽までお問合せください。
■正式な例会は開催できないものの、新入会員の皆
様のケア、会員間のコミュニケーション、各会員の
オンラインミーティングスキル向上の為の”お茶会”
を開催していくことにトライしてみようということに
なりました。このお茶会は太閤園でのリアルな会合
に参加と、オンラインによる参加のどちらでも参加
して頂くことができるように進めて参ります。

去る８月25日に今年度の簡ガバナー公式訪問が
オンラインミーティング形式にて行われ、鶴見RCから
は濃添会長、私、鳥居会長エレクト、須田副幹事が参
加しました。内容は下記の通りです。

続きまして、９月８日開催いたしました鶴見RC理
事会について報告いたします。

幹事報告 幹事：吉羽 潤司



先日8月22日(土曜日)にあり
ました会議の内容に関しまして
ご報告いたします。 会議内容
(議事)は下記になりますが、挨
拶等は省略させていただてい
ます。
「ロータリーの青少年保護の
ための危機管理について思う
こと」 「インターアクトの素晴ら

しさ」 「RI定款の変更についてローターアクトへの
扉」 「RYLAセミナーについて」 「ロータリー学友会
を知ってください」 「青少年交換について」
「青少年交換 派遣学生帰国報告」
以上、大まかになりますが、これらが会議で報告さ
れたタイトルになります。 内容は割愛させていただ
きますが、私が受けた印象は各クラブに対して積極
的に参 加してくださいとのことでした。 恐らく、若い
世代と交流を通して新規入会へとつなげてください
ということだと思います。

感想
今回初めての参加になり、多くのことを知るきっ
かけになりました。 特に派遣学生帰国報告に関しま
しては当日4名の学生が個々に留学した国の感想
や 出来事、
トラブルなどこれからの人生に糧となる体験を語
りました。 非常に興味深く、学生の話に引き込まれ
ました。 ロータリーが良いことをしているのだなぁと
素直に思えました。 貴重な時間をいただき、誠に感
謝いたします。

『ロータリーの友 9月号』より注目記事、読んでいた
だきたい記事をご紹介申し上げます。
まず、横組記事からです。

次に縦組記事です。

が紹介されています。

青少年奉仕委員長：田中信明
副委員長 水口敦司

広報・IT・会報・雑誌委員会報告 委員：木村和雄

クラブ青少年奉仕
合同委員長会議報告

-卓  話-

担当：秀島会員

9月  5日  覚野　廣久 、  9月 9日  山川　景子
9月22日  菊井　康夫、   9月26日  水野　靖彦
9月28日  鳥居　和久

なし

9月  1日  源　壽美子、　9月19日  水口　敦司
9月30日  大草　　修

9月 1日  水口　敦司
9月14日 中森　恭平

各会員

◆誕生日

◆結婚記念日

◆事業所創立日

◆ホームクラブ10回連続賞

２０年   秀島　博規、 　１１年 木村　和雄
　３年   須田　幸史朗

◆在籍年数

9月の表彰とお祝い

本年度RIホルガー会長のメッセー
ジです。

◦P3

基本的教育と識字率の向上特集◦P7-11
ロータリーの友特集◦P12-19
ポール・ハリスが大学卒業後の5年
間を、先月号に続きコミックで紹介
しています。

◦P35-41

記念切手発売の件
1920年10月に日本でロータリーカ
ル動画スタートして100年を迎える
ことになります。その記念の年に「日
本のロータリ－100周年」記念切手
が9月18日より発売になります。

◦P43-44

「ROTARY AT WORK」として、各
ロータリークラブの活動報告

◦P20-26




